
○担当する職員から一言（入庁3年目 専門主任 安倍 宗文）
民間企業（現場監督等）を経て、平成31年にⅭ区分（社会人経験枠）で採用され、北海道職員となり

ました。漁港工事を担当しており、事業計画、設計・積算、工事監督等の仕事に従事しています。
前職とは違う分野の工事内容もあり、正直、わからない事もたくさんありますが、上司や先輩達に教え
てもらいながら、日々奮闘しています。
漁港工事では、感謝の言葉を直接漁業者さんから頂けることが多く、とてもやりがいのある仕事だと

感じています。
現在、単身赴任中ですが、仕事も家族も大事にしています。職場の理解や家族の理解のもと、休日

や有給休暇を活用し、仕事と家庭を両立しながら頑張れている日々です。

若⼿職員が活躍する事業現場の紹介

○事業名

乙部漁港（元和地区）機能強化工事

○事業目的

近年、漂砂により船舶出入口付近に堆砂がみられ、

毎年浚渫による砂の除去が行われている状況にある。

漁船の航行に支障をきたしていることから、漂砂対

策施設として防砂堤L=120m の整備を行うものである。

〇工事概要

工事箇所：爾志郡乙部町（乙部漁港（元和地区））

施工延長：防砂堤L=120.0m

事業期間：令和元年(2019年)～令和４年(2022年)（予定）

全体事業費：約3.5億円

渡島総合振興局函館建設管理部 江差出張所

防砂堤
L=120.0m

右岸側の砂浜に堆砂している砂が、航路
及び港内に運ばれている。

砂の流入経路上に防砂堤を配置し、
堆砂量の低減を図る。

9連休を取って家族旅行！

江差町の夕日は壮大です。

段階確認の様子

インターンシップ（学生へ現場説明）

施工状況

施 ⼯ 前 施 工 後


